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江別市本庁舎建設基本計画（案）に関する市民説明会（要点筆記） 

 

日 時： 令和６年３月７日（木）１８：３0～２０：３０ 

場 所： 江別市民会館 会議室３７号 

参加者： ２６名 

<事務局：江別市> 野口総務部調整監、西島参事（庁舎耐震化担当）、上ノ山主査（庁舎耐震化

担当）、大久保主査（庁舎耐震化担当） 

<その他：㈱ドーコン> 生沼主任技師、和田技師 

 

説明会概要 

１ 開会 

 

２ 説明事項 

・江別市本庁舎建設基本計画（案）について 

事務局から「江別市本庁舎建設基本計画（案）」について説明 

 

３ 質疑応答 

 質 疑 内 容 回  答 

1 コスト管理は市が主導でやってもらいたい。コス

トが少し高いように感じる。これ以上規模を縮小

する必要はないが、１～２割コストを削減する方

法はたくさんあるので、設計事務所にコストダウ

ンを強く検討させるべきだと思う。 

建設コストについてはこれからも十分に管理し

ながら進めていく。昨今、建設単価が上昇してい

るが、工夫を凝らしてコストを下げていくことも

可能と考えている。 

２ 昨年度の市民説明会で、将来的な職員数の減少

に伴う庁舎面積や駐車場台数の検討について、

調査を行うと回答を得たが、この計画書に記載

されていない。調査は行っているのか。 

昨年３月、４月の繁忙期に来庁者数と駐車台数

の調査を行った。今回の基本計画案に記載はし

ていないが、今後庁内、庁外の検討委員会を経

て最終的に資料編として公表する予定である。 

職員数は、定年延長の関係上今後しばらくは増

加すると想定しているが、将来的に人口が減少

し、財政規模が縮むことを踏まえると、長期的に

は職員数も減少することを見込むので、そうし

た際にフレキシブルに対応できる庁舎であるべ

きと考えている。 

３ デジタル庁では今後の庁舎や窓口のあり方につ

いて報告書が出されており、こうした指針を踏

まえた庁舎整備がなされるべきではないのか。

社会的弱者の方ほど、デジタル化による恩恵は

デジタル化が進むことは想定しているが、庁舎

には防災拠点としての役割も求められる。職員

の数について、５０～６０年先を見通すことは困

難であるが、臨機応変に対応できる庁舎として
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大きく、渋谷区役所、豊中市役所など先進事例

を参考にしながら、デジタル技術を積極的に活

用すべきである。また、将来的な人口知能（AI）

の導入により、多くの仕事は AI にとって代わら

れるため市職員の数も減ると見込まれる。 

設計を進めていきたい。 

４ 駐車場台数の算出について、昭和４０年代の論

文を基に算出しているようだが、令和10年以降

の新庁舎計画に、このような古い論文を参照す

ることは無理があるのでは。 

論文は計算の例示として示しているものであ

り、実際には駐車場の利用状況調査を行って駐

車場台数を算出している。将来的な職員数や来

庁者数が減少する可能性も踏まえながら設計に

反映したいと考えている。 

５ 庁舎整備の前提は防災にあり、非常時に市民が

避難できる場所であるべき。きちんと職員がい

て、市民が安心して通えて、避難できて、日頃か

らイベントなどができる場所になったら良いと

考える。 

現庁舎は耐震性能が低いことから、防災拠点と

して一刻も早い庁舎の整備が必要と考えてい

る。 

６ 市民会館には駐車場がないので、市民会館の利

用者も市役所の駐車場を利用している。最低で

も５００台分の駐車場があるべきと考える。また

市民会館利用者の駐車場はどう確保するのかも

検討してほしい。 

現市庁舎の跡地の活用方法は今後の検討事項

となる。 

新庁舎では、必要な会議室を確保するのと併せ

て、市民向けのイベントや臨時的な手続が可能な

多目的スペースの設置を検討している。 

７ 市民会館の会議室は、市の業務での利用が多

く、市民の利用者が使えない場合もあるので、新

庁舎ではそのようなことがないようにしてほし

い。 

8 市民会館も耐震性能が低く、今後の方向性をど

うするのか検討してほしい。 

市民会館のあり方については、所管課において

今後検討する予定である。 

9 新庁舎の配置計画について、将来的に市民会館

を解体すると想定すると、Ｃ案の場合５万㎡の敷

地を確保できるが、Ｂ案の場合使える面積が減

ってしまうのではないか。 

（意見） 

10 新庁舎は５０年～７０年使うことになるが、若い

世代の意見を十分に聞けていないのではない

か。改めて聞く機会を設けないのか。 

若い世代の方にもパブリックコメントで意見を頂

きたいと思っている。 

11 今後デジタル化が進む中、わざわざ来庁する人

は少なくなるのではないか。 

（意見） 

12 市庁舎建設に係る財政負担を懸念している。庁

舎整備基金がどのくらいあるのか教えてほし

い。 

庁舎整備基金は令和５年度末の決算見込みで約

１１億円となる。今後も市有地の売り払いなどで

庁舎整備基金を積み増すのと併せて、財政調整
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基金の活用も考えていきたい。 

13 水道部も新庁舎に入るとのことだが、業務上、同

じ庁舎である必要があるのか。現水道庁舎や保

健センターのあり方、えべつみらいビルに入居で

きる可能性など、検討したのか。 

水道庁舎は、地震等災害時の活動拠点としての

役割を果たすために本庁舎への集約が必要と考

えている。 

14 緊急防災・減災事業債は活用可能なのか。 

市の実質負担額が１１７億円とあるが、毎年度償

還する起債はおおよそいくらか。 

返済期間は２５年であり、交付税措置を含めると

年あたり５億円前後の負担となる。また、緊急防

災・減災事業債の延長がなくなった場合、交付税

措置率が若干低くなるが、防災対策事業債の活

用も考えられる。 

15 庁舎建設予定地である江別高校跡地は基本財

産基金の土地であるため、一般会計からの費用

負担が生じるが財政的な問題はないのか。 

庁舎が建った後には買い戻しというのが今まで

の流れであり、財政部門と今後も検討していく。 

16 パブリックな建物として必要なものは何かとい

う意識が全体に希薄だと思う。江別らしい象徴

性があって見る価値がある、用事がないけど行

きたくなるような建物にすべき。 

（意見） 

17 冬期間に災害が発生した場合を考えると、簡易

トイレも置きやすい屋内駐車場が必要ではない

か。 

（意見） 

18 弱者救済という観点から、保育園や学童保育、

子ども食堂などを併設してはどうか。 

（意見） 

19 今後の基本設計はコンペなのか、指名競争入札

なのか。 

プロポーザル方式の事業者選定を予定してい

る。 

20 建物の構造は、大断面木材による木造の建物も

検討すべきではないか。 

（意見） 

 

４ 閉会 

 

５ 説明会開催後いただいたご意見 

 内  容 回  答 

１ 建築費の数字がわかる方に市民側の専門委員に

なってもらうべきだと思う。市の職員だけだと、

当然ですがこれまで交渉の経験がなく、言われ

るがままの見積もりを飲まされ多大な市民負担

になるから。 

外部有識者の意見も伺いながら、今後も引き続

き検討してまいります。 

以 上 


